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 　（目的）

第１条　この規程は、国立大学法人東京外国語大学非常勤職員就業規則（平成 16 年規則

第 68 号。以下「非常勤職員就業規則」という。）第３９条の規定に基づき、非常勤職

員の給与について定めることを目的とする。 

 　（適用範囲）

 第２条　この規程は、非常勤職員就業規則第３条に定める非常勤職員に適用する。

 　（給与の種類）

第３条　時間雇用職員及び短時間再雇用職員の給与は、勤務１時間あたりの給与（以下

「時間給」という。）及び諸手当とする。 

 ２　前項に規定する時間給は所定の勤務時間における勤務に対する報酬をいう。

 　（給与の支給日）

第４条　非常勤職員の給与は、毎月１７日に支給する。ただし、支給日（この項において、

毎月１７日を「支給日」という。）が日曜日に当たるときは、支給日の前々日（その日が

休日に当たるときは、支給日の翌日）に、支給日が土曜日に当たるときは、支給日の前

 日に支給する。

 　（給与の計算期間）

第５条　非常勤職員の給与の計算期間は、月の１日からその月の末日までとし、時間給、

 通勤手当並びに超過勤務手当は、翌月の支給日に支給する。

２　前項に規定する手当の支給を開始し、若しくは停止すべき事由が生じたとき又はこれ

らの額に変更を生じたときは、翌月以降の支給日においてその差額を追給し又は控除す

 る。

 　（給与の決定）

 第６条　非常勤職員の時間給は、各人別に決定し、労働条件通知書により提示する。

２　非常勤職員の時間給は、別表に定める職種に応じた額とする。 

３　前項の規定にかかわらず、非常勤職員の採用が困難である場合、その他の特別の事情

があると学長が認める場合には、前項の規定にかかわらずその者の給与を決定すること

 ができる。

 　（通勤手当）

第７条　雇用予定期間が１か月以上の非常勤職員のうち、交通機関等により勤務すること



 が常例である者については、常勤職員の例に準じて、通勤手当を支給することができる。

     ただし、東京外国語大学に籍を置く学部学生及び大学院生については、支給しない。

 　（超過勤務手当）

第８条　特別な事由により、非常勤職員に定められた勤務時間を超えて勤務させた場合に

は、常勤職員の例に準じて、超過勤務手当を支給する。ただし、その者の定められた勤

務時間と当該超える勤務時間の合計のうち１日８時間以内における勤務時間については

 賃金の割り増しはしない。

 　（夜勤手当）

第９条　非常勤職員を午後１０時から翌日の５時までの時間に勤務させた場合には、職員

給与規程第２０条に定める常勤の職員の夜勤手当の例に準じて、夜勤手当を支給する。 

 　（給与の支払）

第１０条　非常勤職員の給与は、その全額を通貨で、直接本人に支払うものとする。ただ

し、法令に基づき非常勤職員の給与から控除すべき金額がある場合には、その非常勤職

 員に支払うべき給与の金額から、その金額を控除して支払うものとする。

２　非常勤職員が給与の全部又は一部につき自己の預金又は貯金への振込みを申し出た場

 合には、その方法によって支払うことができる。

 　（実施に関し必要な事項）

第１１条　この規程の実施に関し必要な事項は、常勤職員の例に準ずるもののほか学長が

 別に定める。

 　　　附　則

 　この規程は、平成１６年４月１日より施行する。

 　　　附　則

 　この規程は、平成１８年４月１日から施行する。

 　　　附　則

 　この規程は、平成２１年４月１日から施行する。

 　　　附　則

 　この規程は、平成２８年４月１日から施行する。

 　　　附　則

 　この規程は、令和７年４月１日から施行する。

別表 

職　種 職務内容 区分 時間給

事務補佐員 事務に関する職務を補 一般 1,400円

佐する 学部在学者 1,230円

博士前期課程在学者 1,300円

博士後期課程在学者 1,380円

技術補佐員 技術に関する職務を補 一般 1,500円

佐する 看護 1,620円

技能補佐員 技能に関する職務を補 一般 1,500円



佐する

教務補佐員 教育に関する業務を補 一般 1,720円

佐する 学部３・４年次在学 1,370円

者

博士前期課程在学者 1,570円

博士後期課程在学者 1,700円

ティーチン 学部又は大学院博士前 博士前期課程在学者 1,570円

グ・アシスタ 期課程の学生に対し、

ント（TA） 授業に係る教育補助業 博士後期課程在学者 1,700円

務に従事する

リサーチ・ア 研究プロジェクト等の 博士後期課程在学者 1,700円

シスタント（R 代表研究者又は研究分

A） 担者の指示に従い、研

究補助者として、当該

研究プロジェ クト等に

必要な研究補助業務に

従事する

シニア・リサ 自ら研究テーマを設定 博士後期 １年次 1,860円

ーチ・アシス し、当該研究プロジェ 課程在学  

タント（SRA）クトに貢献する研究活 者

動を行い、また当該研 ２年次 1,920円

究プロジェクト等の研  

究代表者又は研究分担

者の指示のもと、高度 ３年次 2,000円

な研究補助業務を 自律

的に遂行する

キャリア・ア 本学学生のキャリア形 一般 個別に定め

ドバイザー 成支援及び就職支援業 る額。ただ

務等に従事する し、2,500円

を上限とす

る。

研究員 特定の研究に従事する 一般 個別に定め

る額。ただ

し、2,500円

研究機関研究 研究所における特定の 一般 を上限とす



員 研究に従事する る。

産学官連携研 プロジェクト等におけ 一般

究員 る特定の研究に従事す

る

備考 

１．東京都の最低賃金額が、この表に掲げる時間給を上回る場合には、最低賃金額 （その

額に10円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）を適用するものとす

る。 

２．学外の学生を雇用した場合は、本学学生と同様の時間給とする。 

３．この表に定めのない職種については、別に定める。 

 


